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　北九州市開業の倉富覚、先生が，感
染根管治療の本を上梓された．師と仰
ぐ下川公一先生をさしおいて大丈夫？　
と読み始めたが，師の考えや思いを適
切に伝えようという気持ちが，文章と
ともに症例に溢れていて，見事な伝道
書となっている．また，40 歳代半ば
の著者が，自身の成長過程を見直し
て，若い臨床医に細やかな助言と警鐘
を贈るとともに，新しい器材の活用を
含めて今後の GPの根管治療のあり方
を示しており，ベテランにとっても臨
床を見直す良い機会になるに違いな
い．目次（Contents）に「さあ，ショー
タイムだ！」とあるように，著者独特
の遊び心も手伝って，楽しく学べる一
冊となった．
書名の“0”
　書名の「0から見直す根尖病変」を
見て，すぐには内容をイメージできな
かったが，読み進むうちにその意味が
理解できた．「一から見直す」は，既
成の手順を検証することだが，著者
は，「壁にぶつかったときにはコンセ
プトと術式をリセットする」（「はじめ
に」より）ことを重要と考えて「0か
ら」を選んだ．
　ここでいう「0」は，根尖病変の治
療の原点ということなのかもしれない
が，示された数多くの症例を見ている
と，臨床の原点に立ち帰る必要性を強

調しているように思える．
臨床の“0”
　Chapter1「根管治療における診査・
診断の重要性」は，GP の臨床におい
て欠くことのできないデンタル X線
写真（以下，デンタル）をどう最大限
に活かすかが，CT との比較も交えて
詳細に述べられており，その真似をす
ることができれば，すべての分野の治
療や処置の質を向上させることにつな
がるポイントである．
　とにかく 300 枚超のデンタルが美
しい．私も数冊の本の出版に関わり，
デンタルを鮮明に印刷物で表現するこ
との大変さを知った．本書のその鮮明
さは素晴らしく，著者の日常臨床の質
の高さと自著への熱い思いを感じた．
　Chapter2「治療計画の立案」も，1
歯の治療にとどまらず，長期にわたる
口腔の健康維持のために何をすべきか
が書かれており，口腔単位での見方や
患者との関わり方など，これもすべて
の分野につながる臨床の心構えであ
り，Chapter1，2 を通じて，臨床の原
点を見直すことの大切さを説いている．
根管治療の“0”
　Chapter3「根管拡大の基本概念」
では，歯内療法に取り組むにあたって
知っておくべき基礎知識，すなわち，
非感染根管と感染根管との区別，根尖
病変と根尖部吸収，などが，下川先生

の作製された組織標本などを駆使して
明解に説明されている．これを知らず
に根管治療はできない．書名に「根尖
病変」を入れたのは，この基本概念を
理解することの重要性を強調したかっ
たためと想像している．
治療手技の“0”
　Chapter4「感染根管処置の盲点」，
Chapter5「部位別の解剖学的特徴と
根管拡大のストラテジー」では，手技
に関わる基本的な考え方を伝えてい
る．解剖学的知識を押さえることは
「傾向と対策」の傾向を知ることであ
り，スムーズに根管治療を進めるうえ
で必須で，また，途中で迷った時に第
一に見直すことでもある．対策として
は，根管の水平的拡大，ファイリング
のあり方など，ハウツーがたくさん詰
まっている．デンタルに加えて，根管
口を明示した咬合面観の写真が豊富に
あり，マイクロスコープ以前に，この
見方を重視して著者が多くを学んでき
たことを示している．
次の“0”
　「手技・難症例へのアプローチ編」
が続いて出版されるとのこと．覚、（サ
トシ）ショー第二幕を楽しみにすると
ともに，最初に師事した故山内厚先生
と下川先生，二人の恩師に捧げる本書
を新たな 0 として，著者がさらに飛
躍されることを期待している．
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